
BECC JAPAN 2018 発表募集のお知らせ 

BECC JAPAN 2018では、省エネルギー行動や環境配慮行動に関する研究成果や取り組み事例、アイ

デア等を公募いたします。大学、研究機関、企業等からの多数のご応募をお待ちしております。 

（注）BECC: Behavior（行動）, Energy, Climate Change 

(1) BECC JAPAN 2018開催概要 

・ 名称： BECC JAPAN 2018（呼称：ベックジャパン 2018） 

・ 日程： 2018年 8月 23日～24日 

・ 会場： 8月 23日 本会議・交流会： 一橋大学一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋） 

・      8月 24日 施設見学会： 計画中 

・ 定員： 250名程度 

・ 参加費：早期割引料金(7/9受付まで)： 一般 18,000円、教育・研究機関 13,000円、学生 5,000円 

通常料金(7/10-8/20)： 一般 20,000円、教育・研究機関 15,000円、学生 7,000円 

交流会： 2,000円 

施設見学会： 計画中のため未定（実費程度を予定） 

・ 主催： 気候変動・省エネルギー行動会議 

・ 後援： 官公庁、関連学会に依頼中 

・ 参加申込： 2018年 4月より開始予定 

※最新情報は気候変動・省エネルギー行動会議のWEBサイト（http://seeb.jp/）をご覧ください。 

(2) 発表形態 

・ 口頭発表（発表 20分＋質疑応答 5分）：15本程度 

・ ポスター発表（最大で 縦 2000mm×横幅 900mm） ：15本程度 

・ ライトニングセッション（発表＋質疑応答あわせて 10分程度）：10～15本程度 

(3) 応募要領 

下記の項目を気候変動・省エネルギー行動会議のWEB サイト（http://seeb.jp/）上の発表応募フォー

ムからご投稿ください。 

 

・ 発表者氏名（日・英） 

・ 発表者所属・役職 

・ 発表者連絡先（メールアドレス・電話番号） 

・ 発表タイトル（日・英）・サブタイトル 

・ キーワード（5つ以内） 

・ 希望の発表形態（口頭発表、ポスター発表、ライトニングセッション） 

・ 発表内容要旨（概ね 600字以上 800字以内） (※) 

(※)今回より、最小文字数の目安を設定させていただきます。 

発表内容要旨は原則として①目的、②方法、③結果、で構成してください。 

 

ご応募いただいた内容について BECC JAPAN 2018プログラム委員会による審査を行い、採否を決定い

たします。採択された発表は発表要旨を参考に事務局でセッション分類を行います。 



(4) 応募締切日 

2018年 4月 16日（月） 

(5) 研究・取り組みテーマの例 

本コンファレンスでは、省エネルギーや地球環境保全に寄与する、人間の行動・意思決定に着目し

た研究成果や取り組み事例、アイデア等の発表を広く募集します。家庭分野や事業所分野を想定して

いますが、その他（交通・産業・ごみ/水）分野も対象としています。 
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図 1 テーマ例のマッピング 

 

(6) 発表要旨・発表資料（スライド）の取り扱い 

本コンファレンスでは、①発表資料の公表・非公表を選択可能であること、②公表資料は会議当日

の発表資料と一部異なるものでも構わないこと、の 2 点を前提として、原則として会議終了後 (※)に

発表資料を気候変動・省エネルギー行動会議 WEB サイトで公開（PDF ファイルにて）させていただ

きます。 

(※)BECC JAPAN 2017 では、開催から約 5 か月間を参加者限定公開とした後、一般公開しました。 

 

(7) 応募先・お問い合わせ先 

気候変動・省エネルギー行動会議事務局 （株式会社 住環境計画研究所 内） 

担当：齋藤、鶴崎 

TEL : 03-3234-1177 / FAX : 03-3234-2226 

E-mail : info(at)seeb.jp ((at)は@に書き換えてください) 
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